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１ 事業名

令和6年度補正品目団体輸出力強化緊急支援対策事業のうち「（４）海
外等における販路開拓活動」のうち国内外でのバイヤ―等との商談会
（AABNS方式）

２ 事業目的

前年度において商談会を実施した結果、計画的に商談会を設定してい
るため年間1-２回程度の開催となり、青果物の収穫適期と商談実施時期
が一致していない状況となり輸出チャンスロスがある。このため、現地

のバイヤーを紹介する法人を確保しそこを介して輸出者とバイヤーの商
談マッチングを行うシステムに改善を行い、さらなる輸出促進を図る。

３ 事業内容
〇対象国：台湾

〇 商談会開催回数：2回以上
〇 商談のアレンジ等受託者の業務内容：
業務遂行に際しては、輸出支援プラットフォームと連携すること。

① 日本産青果物輸入確度の高いバイヤー確保（10社以上）
② 各バイヤー情報（飲食店や洋菓子店の場合は客単価やメニューイ
メージ、卸の場合は卸先など） をまとめて会員が閲覧できる資料

を作成する。
③ 各バイヤーからどんな商材（種類、価格帯、取扱量）を求めてい
るかニーズをヒアリングにより明らかにする。

④ 個別対応の実施：会員からバイヤーとの商談希望があった際に、
バイヤーとの顔合わせ（オンライン会議） 商談日程調整、渡航し
ての対面商談のアレンジを行う。

⑤ 現地対面商談時に、必要があれば通訳などの商談支援
⑥ 会員から届く商談報告を元に、バイヤーに働きかけアフターフォ
ローを実施

⑦ 事業報告として、各バイヤーから商談結果のヒアリング（金額、
数量だけでなく、興味があったが 取引にならなかった商材や、そ
もそも興味を引かなかった商材などを明確にする）

事業概要・仕様書①
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４ 会員の経費負担

協議会が補助事業の事業経費として取りまとめる。
商談参加会員はあらかじめ以下の経費の事業計画を作成しておくもの

とする。

航空費等の渡航費
宿泊費（1回の商談について2泊3日とする）
商談試食に用いる青果物等及び資材

輸送費
旅費等は協議会の旅費規程に基づき積算する。
その他：商談参加負担金について、商談参加会員ごとに

１名・１回参加につき５万円を協議会が請求する。

５ 対象青果物

重点品目等（りんご、ぶどう、もも、かんきつ、かき・かき加工品、
なし、いちご、かんしょ・その他野菜（メロン・ながいも等）及び重点
品目の加工品から現地の実情に応じて日本から輸出可能なものを選定す

ること

6 履行期限

最終報告書及び精算書類の提出期限
2026年3月10日

参考
委託先の上記３の④に申し込みを行う会員は以下の準備を行う。

商談実施会員の準備資料
1. 会員枠で進出したい国への渡航費用などを事前に申請しておく
（計画には商談目標金額も含む）

2. 受託先企業が作成した各国のバイヤー一覧を見て、商談したいバ
イヤーを選び、受託事業者に連絡
3. 顔合わせ会議に向けた英語資料などの準備

4. 顔合わせ会議、のちに現地へ渡航し対面の商談（各青果物の旬の
時期に）
5. 商談後に報告書を受託事業者に提出

6. 受託事業者と一緒に商談会後にバイヤーへ再アプローチ
7. 最終報告・精算を日青協に提出（会員枠の精算）

4

事業概要・仕様書②
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実施内容
事業概要説明会

【説明会参加企業】 合計 11社
・株式会社アライドコーポレーション
・JA静岡経済連
・株式会社日本農業
・ごと株式会社
・ダ・イワサキファーム
・株式会社H.Eフードウェイズ
・南島原市役所
・カネブン青果株式会社
・長崎県 農林部 農産加工流通課 企画・輸出振興班
・JA全農インターナショナル
・A TRA-DE株式会社

その他、株式会社野村総合研究所が見学参加

【説明会アジェンダ】
①台湾商談会主催者紹介
②台湾における日本産青果物（日台交流協会／野田様）
③検疫について（全国植物検疫協会／藁谷様）
④本年度の商談会概要
⑤バイヤーの声（亞企食材科技股份有限公司／簡剛民社長）
⑥参加申し込みの流れ
⑦質疑応答

【実施日時】 2025年7月18日(金) 14:00-15:00
オンライン開催
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9月参加企業 A TRA-DE株式会社 ＊

11月参加企業

カネブン青果株式会社

株式会社ジャパン・ファームプロダクツ ＊

ごと株式会社

株式会社Couer Riche ＊

不参加企業 不参加理由

株式会社アライドコーポレーション 回答なし

JA静岡経済連 台湾向け出せる青果物なし（残留農薬）

株式会社日本農業 回答なし

ダ・イワサキファーム 台湾向け出せる青果物なし（残留農薬）

株式会社H.Eフードウェイズ グループ会社事業整理で廃業したため

南島原市役所 役所のため会員へ促すのみ

長崎県輸出協議会 協議会のため会員へ促すのみ

JA全農インターナショナル 回答なし

カルビーかいつか 日程の都合がつかず不参加

秀果園
参加希望だったが、サンプル青果物の輸送
費が想定より高額のため断念

実施内容
説明会参加事業者との個別連絡

【個別連絡 】 事前説明会に参加した全社に個別連絡を行い
参加希望の有無を確認。参加希望しない場合はその理由も
ヒアリングし、より有益な事業を今後実施できるための情報
収集をした。

＊企業は現地渡航はせず、事務局が商談代行。商談参加費は1名分を

お支払いいただくと事前に合意済み。



A TRA-DE株式会社
9月12日21:30-22:30 オンライン開催

1. A TRA-DEの方不在での商談会となるため、現地で
バイヤーと話す内容のすり合わせ及びバイヤーとの
お繋ぎのタイミング、繋ぎ方を事前打ち合わせ

2. サンプル受け取りの手順の確認
3. 参加予定バイヤーのご紹介
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実施内容
第1回渡航前セミナー

【商談品目】
シャインマスカット（生果）
白桃（生果）
冷凍焼き芋（加工品）
さつまいもペースト（加工品）
白桃ピューレ（加工品）



全体向けの渡航前セミナーは開催せず、個社ごとに
商談に向けての質疑応答やフライト、ホテル手配、

サンプル送りのサポートなどを個別に実施。
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実施内容
第2回渡航前セミナー

【参加事業者と商談品目】
・カネブン青果：レインボーキウイ（生果）

フィンガーキウイ（生果）
夏秋いちご（生果）
冷凍いちごスライス（加工）
とうもろこしジェラート（加工）
燻し柿（加工）

・ジャパンファームプロダクツ（新規会員）
三ヶ日みかんのドライフルーツ（加工）

・ Couer Riche（新規会員）
柚子シロップ（加工）

・ごと（長崎県の孫会員）
冷凍焼き芋（加工）
さつまいもポタージュ（加工）
焼き芋ペースト（加工）
焼き芋バター （加工）

※ジャパンファームプロダクツとCouer Richeは
会場参加せず、事務局が商談代行



商談成約率を上げるため、英語での商談シートを作
成支援。貿易実務者としての知見を盛り込み、バイ

ヤーが知りたい情報を一目でわかるようにした。
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実施内容
商談準備のサポート

【工夫ポイント】

・バイヤーがクライアント
に提案する際に使える綺麗
な商品写真を表紙に添える。

・ピューレやペーストの場合
は使用イメージが伝わるよう
商材の写真ではなくデザート

の写真を使用。

・2P目には荷姿や実際の
ピューレパックの写真を添付

・金額や最低注文数、販売可
能時期などバイヤーが知りた
い情報を網羅して表示。

・3P目には企業情報と連絡先
を載せ、すぐコンタクトでき
る状態を作る。

・輸出実績国も表示し、海外
取引に慣れていて安心して取

引できる企業だとアピール。
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【実施日程】
第1回目 2025年9月19日(金) 20日(土)
第2回目 2025年11月14日（金) 15日(土）

【実施場所】台北世貿中心（TWTC）2F 第3会議室
及びフードコート

【台北世界貿易センター（TWTC）について】

※フードコートを運営している亞企食材科技股份有限
公司の全面協力により、展示会に来場した飲食関係者に
向けたフードコートエリアでの試食提供や会議室で開催
する商談会の告知・誘導がワンストップで実施可能

＜TWTCで開催するメリット＞
立地：台北中心部の一等地でアクセス良好
施設：国際会議・展示設備が整い、スムーズな商談運営

が可能
集客性：業界バイヤー・小売・卸・メディア関係者が集

まりやすい
PR効果：台北101隣接という立地がブランドイメージを

高める

実施内容
商談会概要

TWTC外観 TWTC内フードコート
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【参加事業者】：A TRA-DE

【商談青果物名】
シャインマスカット
白桃（試食なし）
冷凍焼き芋
さつまいもペースト
白桃ピューレ

【概要】 ：台湾最大の回転寿司チェーン爭鮮（Sushi 

Express）の運営会社である「爭鮮股份有限公司」や台湾ファ
ミリーマートに商品を卸している「日台共榮實業有限公司」
など10社程度のバイヤーに商品を試食してもらった上で個別
商談を実施した。

商談会の期間は、1Fの展示ホールでフランチャイズ展が開催
されており、飲食関係者が多くTWTCに集まっていたこともあ
り、昼食時にはTWTC内にあるフードコート「Ajiya Daily 

Plaza」協力のもと、食事を注文したお客さんにシャインマス
カットの試食を提供したり、日本産青果物の取り扱いに興味
のある事業者は事前予約なしでも商談ができる旨をフード
コートで案内した。

その甲斐あり、FC展に出展しているQQボール（台湾で人気の
さつまいもボール）に芋原料を提供している事業者が急遽商
談会に参加し、日本からのさつまいも輸入に関心を示す一幕

もあった。

実施内容
第1回商談会
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【来場バイヤー】：当日は8社のバイヤーにお越しいただいた。

No 社名 事業内容 詳細（必要なければ消してく

ださい。）

1
土豆仁食品商行 青果物販売

値段が高い反応。値段表を送

る予定。

2

爭鮮股份有限公司
回転寿司チェーン経

営、輸入食品卸

台湾で多数店舗展開。輸入・

卸部門を持ち、青果物・加工
品仕入れ。シャインマスカッ
ト・桃を検討、サンプル持ち

帰り

3

亞企食材科技股份
有限公司

日本食品輸入販売、
飲食店経営

シャインマスカット購買意欲

あり。白桃ピューレはシャー
ベットやカクテルにテスト予
定。桃サワー検討。

4 日台共榮實業有限
公司

食品輸入・卸（日台

交流事業）

輸入ライセンス保有。青果物

も扱う。日本（兵庫）にも拠
点あり、船便出荷可能。

5 北灣食品有限公司 食品輸入販売（さつ

まいも中心

芋中心（ベトナム産）。日本

からは輸入をしていない。
20Ft単位出荷希望。大袋仕様
を求める。

6

產通國際集團

通販・オンライン

モール（eMart Mall
など）

eMart Mallを運営。

7 Trade Media メディア／商談支援 去年も参加。試食には参加で

きず。情報収集目的の参加。

8 MARU MARCO 

ENTERPRISE 
CO.,LTD（中國美
果聯合有限公司）

果物の輸入・卸／

BtoC販売

去年も参加。試食には参加で

きず。情報収集目的の参加。

【運営体制】
現地スタッフ 統括：Aska

通訳、運営スタッフ：3

事務局：山口、鈴木
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【試食メニュー】

シャインマスカット：そのまま
冷凍焼き芋：解凍しそのまま
さつまいもペースト ：クラッカーにつけて
白桃ピューレ：炭酸水で割って

［商談会場での提供］

［フードコートでの試食提供］
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【制作物及びPR資料】

バイヤー招待時に配布及び会場で配布用資料

同じデザインのデジタルサイネージ及び入り口看板
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【制作物及びPR資料】

看板及び日青協チラシの活用

フードコートでシャインマスカットのサンプル配布と共に
商談会チラシをトレーに載せてPR

フードコートでのイベントPR
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【参加事業者と商談青果物名】

カネブン青果
レインボーキウイ（生果）
フィンガーキウイ（生果）
夏秋いちご（生果）
冷凍いちごスライス（加工）
とうもろこしジェラート（加工）
燻し柿（加工）

ジャパンファームプロダクツ
三ヶ日みかんのドライフルーツ（加工）

Couer Riche
柚子シロップ（加工）

ごと（長崎県の孫会員）
冷凍焼き芋（加工）
さつまいもポタージュ（加工）
焼き芋ペースト（加工）
焼き芋バター （加工）

【概要】 ：9月同様、TWTCの会議室にて試食商談会を開催。
同時期に台北市南港の展示会場では大規模な飲料展が開催さ
れており、台北市内に台湾中の飲食関連バイヤーが訪れる時
期を狙って開催した。
台湾事務局の事前集客及び日台交流協会のご協力のもと、2日
間で23社のバイヤーが来場し、特に初日は各ブースとも休む
間もないほどひっきりなしにバイヤーが訪問し活発な商談が
行われた。
スタッフなしで商品のみで商談会参加をしたジャパン

ファームプロダクツとCouer Richeに関しては、運営担当の
HACHIWARi及び台湾事務局の飛鳥流企画が商品紹介及び

商談を代行した。

実施内容
第2回商談会
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【来場バイヤー】：2日間で23社のバイヤーに

お越しいただいた。
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【来場バイヤー】
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【来場バイヤー】
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【来場バイヤー】
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【来場バイヤー】

【運営体制】
現地スタッフ 統括：Aska

通訳、運営スタッフ：5

事務局：山口
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【試食メニュー】

キウイ・夏秋いちご・冷凍いちごスライス：そのまま
とうもろこしジェラート：そのまま
燻し柿：クリームチーズを添えて
三ヶ日みかんのドライフルーツ：そのまま
柚子シロップ：炭酸水で割って
冷凍焼き芋・さつまいもポタージュ：加熱して
焼き芋ペースト・焼き芋バター ：クラッカーに添えて

［商談会場での提供］

［商談会の様子］
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【制作物及びPR資料】

第1回と同様のチラシを作成、サイネージや看板にも活用

［商談会の様子］



株式会社Hachiwari 24

実施内容
アフターフォロー・1

商談の成約率を上げるため、商談会実施後も
参加事業者に寄り添った適切なアフターフォローを実施

参加事業者とバイヤーとをLINEグループで繋げ、
やりとりが止まっている際は間に入ってフォローを実施。
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実施内容
アフターフォロー・２

商談の手応えやバイヤーとの
相性の良さを事務局が把握し
また、事業者が今後のアク

ションを書くことでコミット
しやすくなるよう、11月の商
談会では商談実施シートを事
務局で準備した。

【良かった点】
たくさんのバイヤーと商談し
た中で、どの会社と優先度高
かくやり取りすべきかを、帰
国後など時間が経ってからも
忘れずに適切に対応ができる。
事務局側で、商談の確度を

把握できる

【改善点】
商談中、会話しながら記入

することは難しい。1日目は商談が数珠繋ぎに実施された為
商談の合間にメモを取ることも難しい状態だった。
中国語でシートを作成し、通訳スタッフに商談実施シートを
記入してもらうオペレーションにした方が事業者に負担が少
なかったという反省がある。
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実施内容
商談実績、成約見込み

9月実施
A TRA-DE株式会社
商談件数：8件
うち、見積もりや話が前に進んだ件数：4件

※見積もり依頼が複数届いたが、中秋節の業務繁忙により
レスポンスが遅れ、商談が流れた。

11月実施
カネブン青果
商談件数：10件
うち、見積もりや話が前に進んだ件数：3件

成約見込み：初年度100万円、次年度300万円
※規格書など現地バイヤーの求める書類の手配に時間を要した
が、2月時点でようやく準備できたのでこれから商いが始まる。

ジャパンファームプロダクツ
商談件数：10件
うち、見積もりや話が前に進んだ件数：3件

成約見込み：200万円（見込み予定時期：R8年度）

Couer Riche
商談件数：10件
うち、見積もりや話が前に進んだ件数：2件

成約見込み：500万円（見込み予定時期：R8,9年度）
※飲食店でトライアル使用が始まっている。反応が良ければ、
本採用となり取引開始する予定。

ごと
商談件数：10件
うち、見積もりや話が前に進んだ件数：0件

※価格が合わず話が前に進まなかった。
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【現地系バイヤー招聘】
本商談会における一番の成果としては、市場が飽和感

のある日系販路ではなく、現地系バイヤーおよび飲食店
関係者をしっかりと商談会に招待し、商談の機会が持て
たことが挙げられる。その結果、参加会員から事前に聞
いていた台湾における日本産シャインマスカットの飽和
が引き起こす値崩れを感じることなく、日本側の提示す
る取引価格に興味を持つバイヤーが出てくるなど台湾
マーケットの可能性を改めて感じることになった。また、
参加会員は商談以外にも現地の消費者の嗜好や流行など
より解像度高く知ることが出来たことも現地系バイヤー
と話せた産物と言える。

【飲食系展示会との抱き合わせ】
展示会ホールで飲食FC展示会を実施しているタイミン

グに合わせて会議室で商談会を開催したことで、事前ア
ポイントに限らず、展示会来場者のドロップインによる
商談機会も創出され、質の高いバイヤーとの新規接点形

成につながった。

【新規会員獲得】
本事業への参加をきっかけとして、2社が新たに日青

協へ入会し、会員基盤の拡充にも貢献した。

【メディア露出による日青協のPR】
9月の商談会の様子がNNAニュースにおいて記事とし

て取り上げられ、台湾における情報発信および認知度向

上の面でも一定の成果を上げた。
（記事全文は次ページ）

実施内容
事業成果及び振り返り
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NNAの記事 記事URL（全文読むには無料会員登録が必要）

https://www.nna.jp/news/2857073

https://www.nna.jp/news/2857073
https://www.nna.jp/news/2857073
https://www.nna.jp/news/2857073
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【本年度実施して見えた課題】
大手飲食チェーンや大手小売への販路をもつ現地系バイ

ヤーが多数参加する価値の高い商談機会であったにもかか
わらず、「台湾市場はすでに日本産青果物が浸透しており、
市場として飽和している」という認識から参加を見送った
会員も一定数存在したと考えられる。その結果、参加事業
者が振るわず、紹介可能な商品アイテム数も限定的となっ
た。結果として商談会自体が小規模になったことで、事前
に声掛けを行ったバイヤーのうち、実際に会場を訪れたの

は約半数にとどまった。
また参加した日本側会員の多くが日常業務に追われる中

小規模事業者であったことから、商品に関心を示した現地
バイヤーが求めるスピード感での情報提供や条件調整が難
しかったり、小ロットのため輸送費が割高になったりした
ために商談が継続に至らなかったケースが散見された。

【次年度への提言】
本年の事業を通して現地系販路拡大の必要性は大きく感

じられたので、その方針は次年度も継続すべき。台湾事業
で大切なことは以下の2点に集約できる。
1. 会員が「台湾＝飽和マーケット」という既成概念から
脱却し、競争力の高い商品を現地系バイヤーにどんどん提
案してもらう
2. 台湾企業とのビジネスはスピードが速いことを理解し、
その速度でやり取りをして売り上げを積み上げてもらう。
会員の固定観念を取り除くには「売れる」体験をしても

らうに尽きるので、次年度はテスト販売など会員にとって
結果を可視化できる事業が好ましい。テスト販売を通して
顧客のニーズや嗜好を把握することが、既成概念から脱却
できる第一歩となり、販売データはそのまま現地バイヤー

へのPR資料で活用すれば、商談成約率を上げるだろう。

実施内容
課題と次年度への提言
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